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未来を拓く
つなぐ・つくるプロジェクト

祝・５周年

つなぎ・つくった環
わ

の
広がりに願いを込めて……

5 年のあゆみを振り返る

2020 年 1 月に活動を開始した，「未来を拓く　つなぐ・つくるプロジェクト」
にとって，2025 年は 5 周年の節目の 1 年でした．

地域には，障害，高齢，貧困，疾病……さまざまな理由で孤立してしまう人
がいます．私たちは，そういう人たちがどこかで誰かと，何らかの形でつなが
るきっかけを作りたいと，このプロジェクトを立ち上げました．そして，この
見沼の自然を大切に，地域に根づいた取り組みにできればと考えました．

私たちは，この５年の間で，地域巡回などのイベントの開催，ヤギの飼育，
各地の活動を学んだり……とさまざまに取り組んできました．もちろん，うま
くいったことも，うまくいかなかったこともあります．大きな収穫は多くの人
や団体の皆さんと出会い，つながることでした．

開催するイベントを毎回楽しみに参加してくださる人，私たちの取り組みを
応援してくれる人，イベントに招いてくださる団体やその関係者，取り組みを
報告しているこの「よみさんぽ」をご購読くださっている皆さん……．つなが
ってくださった皆さんは私たちの財産です．

これらのつながりが環となって広がり，その環が地域で根を張っていくこと，
その根が新しい芽を出し，生長し，花を咲かせ，実をつけ，地域の中で循環し
ていくことを願いながら，私たちにできることに取り組んでいければと思って
います．

今号では，つなぐ・つくるプロジェクトの 5 年のあゆみを皆さんにお伝えし
ます．
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あの街
この街

いくつかの問題
俊一郎が行く second Vol.49

前回までのお話
　狭い路地，密集する家屋……住民の暮らしが垣間見える路地での暮らし．大規模災害に備え，地

域住民と行政が共同で建て替えを考える「まちづくり」事業に参加することになりました．
　その一環として行った街区の建て替え提案ですが，地域住民の反応はいまいち．迎えた住民説明

会も重苦しい雰囲気でスタートしました．その後も話し合いは続き，「まちづくり」事業は進展
することになったのですが……

その後

やがて設計がまとまり工事発注の目処が立つ頃になると，仮住まい探しが具
体的に始まる．公的に決められた補償費を使って，住民が自ら探すことになる．
おばちゃんたちの家探しは事業に関わるディベロッパーが担当し，一般的な賃
貸情報に彼女たちの条件を満たす物件がみつからず，仮住まい探しは暗礁に乗
り上げつつあった．おばちゃんたち，みんな元気だが，実は高齢で一人暮らし．
90 歳を超える人もいる．子どもたちが居ないわけではないが，お互いに同居
は気が進まないようだった．私は，長年の付き合いの地元の不動産会社に相談
してみた．すると，行政が提供している見守りサービスに加入すれば，オーナ
ーの理解を得て貸すことができるとのことで，タイミングよく仮住まいをみつ
けることができた．物件の見学にも付き合ったりしたが，ベランダからの眺望
を一緒に眺めたりしながら，家具の配置の相談などをした．

引越し準備

引越し先が決まったので，将来の話が進むようになる．何十年と住んできた
家なので，荷物もそれなりにある．思い出の品や嫁入りの時からの食器など．
残念だけど，サイズダウンした仮住まいには，それら全ては収まらない．その
気持ちを受け止めつつ，新しい家に収まりそうな収納と家財の相談に乗った．
そして，引越しで持っていくものや処分を頼むものを仕分ける手伝いをした．
路地上の大きな植木は，廃品業者さんも扱ってくれないので，そのようなもの
は一緒にのこぎりで細かくして普通ゴミに出せるようにしたりした．
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都
とまつり

祭俊
しゅんいちろう

一 郎
1975 年生まれ，生まれも育ちも，東京の下町．
エンジュの新築の他，保育園や幼稚園の設計（新築及び
改修）を複数行う．（写真　新 良太）

明け渡し

引越しを終えた家は，事業組合に明け渡すことになる．事業組合が物件を預
かって，マンションが完成したときに，それぞれの権利に応じて割り当てる．
明け渡しの日，残置物が無いかを現地で確認する．がらんどうの部屋は，想像
以上に傷みが進んでいた．抜けそうな床，害虫のフン，壊れたままになってい
る水回りなど．今まで見慣れた家や街並みが消えることはさみしいことだけど，
その馴染みの後継の中で，おばちゃんたちも結構限界の中で暮らしてきたんだ
と実感するような光景だった．
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食とやどかりの里・1 食を通じてやどかりの里の
あれこれを紹介します

連載にあたって

誰と何をどう食べてきたかに人は大いに影響を受けています．栄養面はもち
ろん，満ち足りた気持ち , 安心感も「食」を通して得るのではないでしょうか．
1971 年にやどかりの里（以下「里」）専従職員になった荒田稔さんは，精神科
病院から退院してきたメンバー（里の利用者）と共同生活を送る中で，現代の
言葉で言えば「食の貧困」に気がつきます．この時から里の活動の底流には「食」
が根づいています．「食」から生活や人間をどう捉えるか，壮大なテーマで私
の手に余りますが，里で「何を食べたか」を思い出しながら，かつての活動や
人々と織りなした日々を振り返っていきます．

一緒に食す喜び

旧大宮市中川の地に３階建て鉄筋の社会復帰施設が竣工した1990年5月，私
は初めて里を訪問しました．ランチの時間になるとメンバーも職員も同じ食事
をし, 連絡会が始まります．浜砂会（里の家族会）が調理した煮魚とほうれん草
のおひたしがこの日の献立でした．新しい建物の食堂で温かい食事をみんなで
一緒に食す喜びが，会話の端々にあふれているように感じました．厨房は広く
一度に大量に調理ができ動線も抜群，その後に懇親会の料理づくりで私も何回
かここを使うことになるとは，その時は想像できなかったことです．施設の隣
は本館と呼ぶ木造２階建ての民家で，１階は畳敷きで「茶の間」と台所があり
家族やメンバーがくつろいでいます．２階が私の職場でここにも台所がありま
した．当時の中川には３か所に厨房・台所があり，食事やおやつを作ったりお
茶の用意をしたりと活動にあわせ自在に使っていたのです．堀之内や南中野や
与野に拠点が広がり「食」を中心とした活動に発展するのは少し後のことです．

貞子さんの芋ようかん
そして化粧ケープ
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「舟和」の芋ようかん

私は本館の２階で会計や庶務を担当することになりました．公的な補助金が
ようやく交付されるようになっても , 年間１万円の社団法人の会費が活動を維
持する大事な財源だった時代です．

ある日のこと小さな風呂敷包みを手にして会費を
納めに来たのは貞子さん．風呂敷を解くと「舟和」
の包装紙が現われ，手土産は色あざやかな芋ようか
んでした . 貞子さんは「新しい職員さんがいらっし
ゃったと聞きました，どうぞよろしくお願いします，
お近づきのしるしです」と新人の私に挨拶されまし
た．

さあ，「お持たせでごめんなさい」と言いながら
のお茶の時間です．東京の下町生まれの貞子さんと
は「舟和の和菓子」や「上野広小路龜井堂の瓦煎餅」談義がはずみ，楽しい時
を過ごしました．貞子さんの丁寧なお茶を飲む所作，手土産を用意し風呂敷に
包むというマナーなどから，彼女の「食」や暮らし方は豊かであったことが思
料されます．日頃あわただしく雑に暮らしていた私が見習うべきものがたくさ
んあり，そのひとつが手仕事でした．貞子さんは手先が器用で編み物や刺繍が
得意，手芸グループ（ちなみに講師はよみさんぽ 53 号で紹介した飯田たか枝さ
ん）で活動していました．

実は私は貞子さんから柔らかいレモンイエロ
ーの布地に花の刺繍のある「化粧ケープ」をプレ
ゼントされているのです．私の母の手芸雑誌には
髪をとかす際に肩にかけるケープが作品例で掲
載されていました．特に結婚する人へのお祝いと
して刺繍をほどこしたケープとそろいの手鏡カ
バーをセットでプレゼントする特集があった記
憶があります．このひとときの会話の中で，私，
新婚に見えたのかしら？

（浅見典子）

「クチナシ」は入れず自然の
発色の芋ようかん

私が髪をとかすイメージらしい
……by 夫
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片柳地区社会福祉協議会
つながりを大切に活動しています

048（686）8601
開設時間
月曜日～金曜日
10 時から 16 時

インフォメーション

不用になった

パソコンの回収をしています

ご自宅へ引き取りに伺います
まずはお問い合わせください

データについて
当事業所ではパソコンやハードディスクの記憶媒体に傷をつけて物理的に破壊します。希望される方に
は破壊証明書を発行いたします。

パソコン解体の取り組み
ご寄付いただいたパソコン等は、解体・分別により再利用・再資源化されます。障害のある人の仕事づ
くりになる取り組みです。

ご寄付お問い合わせ先
公益社団法人やどかりの里あゆみ舎

TEL　０４８－６４８－２５５５
mail   ayumisya@yadokarinosato.org

古くても
壊れていても
大丈夫です！

デスクトップ
パソコン

ノートパソコン 携帯電話
タブレット

ゲーム機
ソフト

＊ AC電源 ・ キーボード ・ マウス ・ ケーブルも回収いたします。

無料で
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インフォメーション
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編 集 後 記

よみさんぽのあるやどかりの里の事業所
●　やどかり情報館　見沼区染谷 1177-4
●　エンジュ　見沼区南中野 286-1
●　あゆみ舎　大宮区堀の内 1-37　一武ビル 1 階
●　喫茶ルポーズ　大宮区天沼町 1-136-2
●　見沼区障害者生活支援センターやどかり

見沼区南中野 467-1　スガヤハイツ 105 号
●　大宮区障害者生活支援センターやどかり

大宮区東町 1-141-6　第二吉田ビル 1 階
●　浦和区障害者生活支援センターやどかり

浦和区北浦和 5-6-7　レジデンス北浦和 104
●　エシカル Cafe としょかんのとなり

見沼区堀崎町 48-1

よみさんぽバックナンバーはこちらから
ご覧いただけます

公益社団法人やどかりの里

https://yadokarinosato.org/kouhou/yomisanpo/

acebook
公益社団法人やどかりの里 やどかり出版

公益社団法人やどかりの里は，この大
宮見沼界隈で障害のある人たちとともに
地域で生きることを目指して活動を続け
ています．私たちは長年この地域で活動
し，地域の皆さんに支えていただいてき
ました．

そして，この地域の人々が織りなして
きた歴史・文化，守り育ててきた自然，
地域に根づいた事業等々をもっと知りた
いと思うようになりました．合わせて，
やどかりの里のことも皆さんにもっとも
っと知っていただきたいと「大宮見沼よ
みさんぽ」を創刊いたしました．またこ
の度，広く地域情報をお届けするため「さ
いたま見沼よみさんぽ」と改題致しまし
た．

「さいたま見沼よみさんぽ」編集委員一同

表紙のあみぐるみは，緑のトラストⅠ
号地（さいたま市緑区南部領辻）で出会
った「ちいさなあみもの屋さん Lino Lea」
さんの作品です．

つなぐ・つくるプロジェクトのアイド
ル「喜々と楽々」がモデル．「Lino Lea」
さんは，イベント出店やワークショップ
や編み物教室を開いたり，注文に応じて
ワンちゃん，猫ちゃんのあみぐるみも制
作してくれます．

（表紙写真・Lino Lea，記・編集部）
ちいさなあみもの屋さん　Lino Lea


